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1. 背景 
津波水槽再現装置は平成 25 年 3 月に竣工し、その後、防災研究所の各研究室の教
員が主に使用して実験を行ってきた。水路は長さ 44.4ｍ×幅 4ｍ×高さ 2ｍ、水タ
























写真 1 メンテナンス前の様子 写真 2 錆を落とした様子 写真 3 ボルトの錆状況 
  
め（4）PH、遊離炭酸が最も影響が大きかったと推察される。このことから遊離炭












参考文献：1）溶融亜鉛めっきの耐食性 亜鉛めっき鋼構造物研究会 p.10-12 
項目 京都大学水槽水 Ｋ社水槽水 
PH（25 度） 6.6 7.8 
DO,ppm 5.5 6.1 
電気伝導度,mS/m 28 40 
塩化物イオン,ppm 15 31 
硫酸イオン,ppm 21 37 
全硬度,ppm 94 120 
炭酸,ppm 64 4 
炭酸水素イオン,ppm 100 120 
炭酸イオン,ppm <1 <1 
項目 対策前 対策後 Ｋ社水槽水 
PH（25 度） 6.6 7.8 7.8 
DO,ppm 5.5 11 6.1 
電気伝導度,mS/m 28 29 40 
塩化物イオン,ppm 15 16 31 
硫酸イオン,ppm 21 23 37 
全硬度,ppm 94 100 120 
炭酸,ppm 64 3 4 
炭酸水素イオン,ppm 100 80 120 
炭酸イオン,ppm <1 <1 <1 
表 1 水質検査結果 
表 2 アルカリ剤投入後の水質検査結果 
